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1 はじめに
グローバル化が進んだ社会において、言語の壁を乗

り越えるために翻訳がますます重要になってきている。
従来、高品質な翻訳を必要とする際には人手による翻
訳が行われてきたが、近年の機械翻訳の精度向上に伴
い、機械翻訳結果を下訳として利用し、これを人間が
後編集するという方法が注目されている。実際、機械
翻訳の精度がある程度高いヨーロッパ言語間では後編
集が良く使われており、後編集を行うためのインター
フェースの開発や後編集を行う専門家を育成する教育
が行われている [1][2]。
しかしながら、日英や日中といった語順が大きく異

なる言語間では機械翻訳精度が低いため、誤った機械
翻訳結果を読む時間や翻訳断片の取捨選択に時間を費
やしかえって作業効率が下がってしまい、現時点では
後編集は現実的ではない。我々は構文解析に基づいた
機械翻訳を利用し、「入力文解析結果」、「入力文語順の
翻訳結果」、「翻訳結果」の３段階で文を可視化するこ
とで機械翻訳が「何をおこなったか」を一目で理解す
ることができる後編集インターフェースを提案する。

2 関連研究
ヨーロッパ言語に対応した後編集インターフェース

は Azizら [1]や Schwartzら [2]などが開発している。
Azizらのインターフェースは特定の機械翻訳システム
に依存しないように設計されている。Schwartzらは、
目的言語のみしか話せない人でも後編集を適切に行う
ことができるインターフェースを開発している。しか
しながら日英のような語順が大きく入れ替わる言語ペ
アを考慮したシステムは無い。
文構造や文章全体の構造の可視化に関する関連研究

としては Hengbinら [3]の研究がある。文構造が一目
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でわかるように構文木を用いて可視化を行っているほ
か、各単語の品詞情報や文法的役割も表示している。本
研究は、構文木の表示はせず文を装飾することで文構
造を可視化している点で Hengbinらと異なっている。

3 文構造の可視化を用いた後編集の効率化
後編集を行う際に語順が大きく異なると、機械翻訳

によって「何がおこったのか」を把握することが難し
いという問題が発生する。この問題を解決するために、
本論文では構文解析に基づく機械翻訳を用いた上で、
入力文の文構造を可視化した「入力文解析結果」、入力
文の語順を維持した状態で機械翻訳を行った「入力文
語順の翻訳結果」、そして最終的な機械翻訳結果である
「翻訳結果」の３段階で文の表示を行う。これによって
翻訳作業者が効率的に翻訳の質を把握することができ、
更に翻訳結果を以下のようにさまざまなレベルで柔軟
に利用できるようになるので、翻訳作業時間の短縮に
つながると期待される。

1) 「入力文解析結果」の時点で誤りを発見した場合
や「翻訳結果」の内容が明らかに破綻していると
判断できる場合、機械翻訳を利用することを諦め
て一から翻訳作業者が翻訳を行う。

2) 語順が大きく異なっていても翻訳結果が部分的に
利用可能である場合、「入力文語順の翻訳結果」を
下訳として利用し、語順を入れ替える。

3) 語順の入れ替えも含めて翻訳結果が妥当な場合、
「翻訳結果」を下訳として若干の修正を行う。

また翻訳作業者にとって木構造の表示は馴染みがな
いことが多く、読む時間がかかってしまい作業効率が
下がるという問題がある。そこで木構造を使わず、直
感的に文構造が分かるように、ボックスやフォントサ
イズ、文字色を利用することによって、翻訳の質をよ
り効率良く把握できるように文を可視化する。

4 翻訳後編集インターフェースの実装
本論文で提案するインターフェースの入力は、入力文

と機械翻訳結果の品詞・構文解析結果、および入力文と
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図 1: 翻訳後編集インターフェース

機械翻訳結果の単語の対応が記されたリスト（翻訳マッ
ピング）が記載されているテキストファイルであり、イ
ンターフェースが処理した結果は JavaScriptファイル
で出力される。この JavaScriptファイルをWebブラ
ウザ上で図 1のように表示できる。
本インターフェースでは、文全体を「節構造を示す

ボックス」、「補文や連体修飾等の埋め込み文を示すボッ
クス」、「文節や句を示すボックス」の３つのボックス単
位に分割して表示することで文構造を可視化している。
文全体の headや節構造・埋め込み文の headといった
文中において重要な語についてはフォントサイズや文
字色を変更している。これらのシンプルな方法によっ
て文構造が一目で理解できると同時に、「入力文解析結
果」内での誤りを容易に発見することも可能だと考え
る。なおこの際、品詞と係り受け関係を利用して文構造
の可視化を行っている。したがって、本インターフェー
スは品詞と係り受け関係を付与できる言語であればい
かなる言語にも適用することが可能である。
「入力文解析結果」「入力文語順の翻訳結果」「翻訳

結果」の３段階で文を可視化する際、図 1では “翻訳結
果”の文を２つの形式で表示している。まず、上の文に
ついては「文節や句を示すボックス」等を利用した形
式で表示している。このボックスは翻訳者の手で語順
を入れ替えることを考慮し、内容を編集することが可
能であると同時に、ドラッグアンドドロップで各ボッ
クスの順序を入れ替えることができる。下の文につい
ては、ボックスを利用した形式では文の細部修正が難
しいことを考慮して、テキスト形式で表示している。
また、「入力文解析結果」と「入力文語順の翻訳結果」

の２つを比較する際、単語・句レベルでの翻訳結果が
正しいかどうかを判断することが最も重要である。そ
こで本インターフェースでは「入力文解析結果」と「入
力文語順の翻訳結果」のボックスサイズを調整するこ
とで、上下に並んだ時に対応している単語同士が同じ

位置にくるように調整している。またマウスポインタ
を句ボックスに合わせると対応している単語をハイラ
イトするようにも設定している。

5 おわりに
本論文では、語順が大きく入れ替わる言語間における

文の構造を可視化した翻訳後編集インターフェースを
提案した。本インターフェースを利用することによっ
て効率的に翻訳結果の質を把握し、柔軟に利用できる
ようになり、翻訳作業時間の短縮につながると期待さ
れる。今後の課題としては、本インターフェースの有
効性について調査することと、品詞や係り受け関係を
付与できない言語への拡張方法の検討が挙げられる。
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